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 18 

【基本方針】  19 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、社会情勢は激変し２０２２年もコロナと共存20 

していく社会が求められます。デジタルトランスフォーメーションの需要が一気に高まっ21 

ていくなかで、ＷＥＢ会議などのＩＴ技術の活用が身近なものとなっています。一方で、22 

身近な人同士の直接的なつながりが希薄となり、コミュニティの欠如が生まれていること23 

は否めません。コミュニティの再構築によりメンバー同士の結束を強めることが必要です。 24 

 25 

ＬＯＭでは昨年の九州大会において、参加人数１１人ジャスト、満身創痍の状態で予選26 

突破を果たし、特に予選最終戦は、先輩方の獅子奮迅の活躍もあり先制されながらも終了27 

間際に逆転した試合では、強い感動を共有し一体感が生まれました。 28 

このような感動は選手としてではなく、選手とは異なる役割を担うメンバーとして参加29 

しても必ず共有でき、メンバー同士の親交を深めることが思いを共有する近道だと考えま30 

す。そのため、年間を通じた練習、他部会との合同練習や家族を含めた催し、他ＬＯＭと31 

の対外交流の機会を設け、コミュニティの構築に繋げます。 32 

さらには、連絡ツールとして使用するＬＩＮＥを活用し、サッカーに関する名言や活動33 

事例を継続的に発信します。一流選手の思考や言葉にはその時々の結果を見直し、振り返34 

るときのパワーがこめられていますので、行動や思想について考えるきっかけをつくり、35 



心身ともによりよい変化をもたらすよう取り組みます。 36 

 37 

サッカー部会を通じ、委員会やＬＯＭの垣根を超えた交流や情報共有など、様々な経験38 

をコミュニティの再構築につなげていきます。そのコミュニティから生まれるＬＯＭメン39 

バー同士の絆や友情がＬＯＭ全体、都城圏域、部会員自身の発展に寄与すると確信します。 40 

 41 

 42 

【事業計画】 43 

１．第３２回九州地区ＪＣサッカー選手権大会２０２２ｉｎ霧島への参加 44 

２．サッカーに関する情報発信 45 

３．野球部会、太鼓部会との合同練習 46 

４．家族交流イベント 47 


